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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＬＫ３およびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む組換えヘテロ多量体。
【請求項２】
　ヘテロ二量体である、請求項１に記載のヘテロ多量体。
【請求項３】
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドがＩｇＧ重鎖由来の定常領域を含む融合タンパク質であり、
前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドがＩｇＧ重鎖由来の定常領域を含む融合タンパク質であ
る、請求項１に記載のヘテロ多量体。
【請求項４】
　前記ＩｇＧ重鎖由来の前記定常領域の一方または両方が免疫グロブリンＦｃドメインで
ある、請求項３に記載のヘテロ多量体。
【請求項５】
　前記免疫グロブリンＦｃドメインが、ヘテロ二量体形成を促進するおよび／またはホモ
二量体形成を阻害する１つまたは複数のアミノ酸変異を含む、請求項４に記載のヘテロ多
量体。
【請求項６】
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドおよび／またはＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドがグリコシル化
アミノ酸、ペグ化アミノ酸、ファルネシル化アミノ酸、アセチル化アミノ酸、ビオチン化
アミノ酸、および脂質部分にコンジュゲートされたアミノ酸からなる群から選択される１
つまたは複数の修飾されたアミノ酸残基を含む、請求項１から５のいずれか一項に記載の
ヘテロ多量体。
【請求項７】
　前記ヘテロ多量体が、次の特徴：
ｉ）少なくとも１０－７ＭのＫＤでＴＧＦ－ベータスーパーファミリーリガンドに結合す
ること；ならびに
ｉｉ）細胞におけるＴＧＦβスーパーファミリーＩ型および／またはＩＩ型受容体媒介性
シグナル伝達を阻害すること
のうち１つまたは複数を有している、請求項１から６のいずれか一項に記載のヘテロ多量
体。
【請求項８】
　アクチビンＡ、アクチビンＢ、ＢＭＰ２、ＢＭＰ４、ＢＭＰ５、ＢＭＰ６、ＢＭＰ７、
ＢＭＰ１０、ＧＤＦ３、ＧＤＦ５、ＧＤＦ６、ＧＤＦ７、ＧＤＦ８、およびＧＤＦ１１の
うち１つまたは複数に結合する、請求項１から７のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
【請求項９】
　細胞ベースのアッセイにおいて１つまたは複数のＴＧＦ－ベータスーパーファミリーリ
ガンドの活性を阻害する、請求項１から８のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
【請求項１０】
　前記ＴＧＦ－ベータスーパーファミリーリガンドが、アクチビンＡ、アクチビンＢ、Ｂ
ＭＰ２、ＢＭＰ４、ＢＭＰ５、ＢＭＰ６、ＢＭＰ７、ＢＭＰ１０、ＧＤＦ３、ＧＤＦ５、
ＧＤＦ６、ＧＤＦ７、ＧＤＦ８およびＧＤＦ１１から選択される、請求項９に記載のヘテ
ロ多量体。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか一項に記載のヘテロ多量体、および薬学的に許容されるキ
ャリアを含む医薬調製物。
【請求項１２】
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸６１～１３０、
ｂ）配列番号２２のアミノ酸２４～１５２、または
ｃ）配列番号２２、２３、１１５、１１７、１７５、１７６、４０７、４０８、４６７、
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および４６８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載のヘ
テロ多量体。
【請求項１３】
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸２４～６１のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、
５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、および６１）から始ま
り、
ｂ）配列番号２２のアミノ酸１３０～１５２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９
、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９
、１５０、１５１、および１５２）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１から１０のいずれか一
項に記載のヘテロ多量体。
【請求項１４】
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１～１０、１２および１
３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
【請求項１５】
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、請求項１～１０、１２および１３のいずれか一項に記載
のヘテロ多量体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０９３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０９３６】
　その全体として、これらの実施例は、Ｉ型およびＩＩ型受容体ポリペプチドが、ヘテロ
マーの複合体の文脈に置かれた場合、いずれかの型のホモマーの複合体に比べて変更され
た選択性を示す新規な結合ポケットを形成し、これによって治療剤としての可能性のある
用途のための新規なタンパク質薬剤の形成が可能になることを実証する。
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　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチド、任意選択で、ＴＧＦβスーパー
ファミリーＩ型受容体の細胞外ドメイン、およびＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容
体ポリペプチド、任意選択で、ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体の細胞外ドメイ
ンを含む組換えヘテロ多量体の複合体であって、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受
容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１、ＡＬＫ２、ＡＬＫ３、ＡＬＫ４、ＡＬＫ５、ＡＬＫ６お
よびＡＬＫ７から選択され、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチド
が、ＡｃｔＲＩＩＡ、ＡｃｔＲＩＩＢ、ＴＧＦＢＲＩＩ、ＢＭＰＲＩＩおよびＭＩＳＲＩ
Ｉから選択される、組換えヘテロ多量体の複合体。
（項目２）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目８）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ７ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目９）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１０）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１１）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
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（項目１２）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１３）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１４）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１５）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ７ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。

（項目１６）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１７）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１８）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目１９）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２０）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２１）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２２）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ７ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポ
リペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２３）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２４）
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　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２５）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２６）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２７）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２８）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目２９）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ７ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３０）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３１）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３２）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３３）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３４）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３５）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３６）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ７ポリペプチドで
あり、前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリ
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ペプチドである、項目１に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３７）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１５の配列に、少なくとも７０％、８０％、８
５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項
目２、９、１６、２３または３０のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３８）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１５のアミノ酸配列を含むか、これからなるか
、またはこれから本質的になる、項目２、９、１６、２３または３０のいずれか一項に記
載のヘテロ多量体の複合体。
（項目３９）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１９の配列に、少なくとも７０％、８０％、８
５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項
目３、１０、１７、２４または３１のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４０）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１９のアミノ酸配列を含むか、これからなるか
、またはこれから本質的になる、項目３、１０、１７、２４または３１のいずれか一項に
記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４１）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２の配列に、少なくとも７０％、８０％、８
５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項
目４、１１、１８、２５または３２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４２）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸配列を含むか、これからなるか
、またはこれから本質的になる、項目４、１１、１８、２５または３２のいずれか一項に
記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４３）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２３の配列に、少なくとも７０％、８０％、８
５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項
目４、１１、１８、２５または３２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４４）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２３のアミノ酸配列を含むか、これからなるか
、またはこれから本質的になる、項目４、１１、１８、２５または３２のいずれか一項に
記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４５）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２７、８４、１０４、１０６、４０３および４
０４から選択される配列に、少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７
％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項目５、１２、１９、２６また
は３３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４６）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２７、８４、１０４、１０６、４０３および４
０４から選択されるアミノ酸配列を含むか、これからなるか、またはこれから本質的にな
る、項目５、１２、１９、２６または３３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体
。
（項目４７）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３１または８８の配列に、少なくとも７０％、
８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列
を含む、項目６、１３、２０、２７または３４のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複
合体。
（項目４８）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３１または８８のアミノ酸配列を含むか、これ
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からなるか、またはこれから本質的になる、項目６、１３、２０、２７または３４のいず
れか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目４９）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３５または９２の配列に、少なくとも７０％、
８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列
を含む、項目７、１４、２１、２８または３５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複
合体。
（項目５０）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３５または９２のアミノ酸配列を含むか、これ
からなるか、またはこれから本質的になる、項目７、１４、２１、２８または３５のいず
れか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５１）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３９、１１２、１１４、３０２、３０６、３１
０、３１３、４０５および４０６から選択される配列に、少なくとも７０％、８０％、８
５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項
目８、１５、２２、２９または３６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５２）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３９、１１２、１１４、３０２、３０６、３１
０、３１３、４０５および４０６から選択されるアミノ酸配列を含むか、これからなるか
、またはこれから本質的になる、項目８、１５、２２、２９または３６のいずれか一項に
記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号１０または１１から選択される配列に、
少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一
であるアミノ酸配列を含む、項目２から８のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体
。
（項目５４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号１０または１１から選択されるアミノ酸
配列を含むか、これからなるか、またはこれから本質的になる、項目２から８のいずれか
一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５５）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号２、３、５、６、１００、１０２、４０
１および４０２から選択される配列に、少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９
５％、９７％、９８％または９９％同一であるアミノ酸配列を含む、項目９から１５のい
ずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５６）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号２、３、５または６から選択される配列
に、少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％
同一であるアミノ酸配列を含み、配列番号１のＬ７９に対応する位置が、酸性アミノ酸（
すなわち、ＤまたはＥアミノ酸残基）である、項目９から１５のいずれか一項に記載のヘ
テロ多量体の複合体。
（項目５７）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが配列番号２、３、５、６、１００、１０２、４０１
および４０２から選択されるアミノ酸配列を含むか、これからなるか、またはこれから本
質的になる、項目９から１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目５８）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号２、３、５または６から選択されるアミ
ノ酸配列を含むか、これからなるか、またはこれから本質的になり、配列番号１のＬ７９
に対応する位置が、酸性アミノ酸（すなわち、ＤまたはＥアミノ酸残基）である、項目９
から１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
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（項目５９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるア
ミノ酸配列を含む、項目９から１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるア
ミノ酸配列を含み、配列番号１のＬ７９に対応する位置が、酸性アミノ酸（すなわち、Ｄ
またはＥアミノ酸残基）である、項目９から１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の
複合体。
（項目６１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるア
ミノ酸配列を含む、項目９から１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるア
ミノ酸配列を含み、配列番号１のＬ７９に対応する位置が、酸性アミノ酸（すなわち、Ｄ
またはＥアミノ酸残基）である、項目９から１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の
複合体。
（項目６３）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４３、６８、１２９または４１６の配列
に、少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６から２２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体
の複合体。
（項目６４）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが配列番号４３、６８、１２９または４１６のアミノ
酸配列を含むか、これからなるか、またはこれから本質的になる、項目１６から２２のい
ずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６５）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４７、７２、１２３または４１２の配列に
、少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２３から２９のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の
複合体。
（項目６６）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが配列番号４７、７２、１２３または４１２のアミノ酸
配列を含むか、これからなるか、またはこれから本質的になる、項目２３から２９のいず
れか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６７）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５１、７６または８０の配列に、少なくと
も７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９％同一であるア
ミノ酸配列を含む、項目３０から３６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６８）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが配列番号５１、７６または８０のアミノ酸配列を含む
か、これからなるか、またはこれから本質的になる、項目３０から３６のいずれか一項に
記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目６９）
　ヘテロ二量体である、項目１から６８のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７０）
　ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドの前記細胞外ドメインが、少なく
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とも１個の異種部分、任意選択で、相互作用ペアの第１のメンバーまたは第２のメンバー
をさらに含む融合タンパク質である、項目１から６９のいずれか一項に記載のヘテロ多量
体の複合体。
（項目７１）
　ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドの前記細胞外ドメインが、少な
くとも１個の異種部分、任意選択で、相互作用ペアの第１のメンバーまたは第２のメンバ
ーをさらに含む融合タンパク質である、項目１から７０のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体の複合体。
（項目７２）
　前記異種部分が、ＩｇＧ重鎖由来の定常領域を含む、項目７０または７１に記載のヘテ
ロ多量体の複合体。
（項目７３）
　ＩｇＧ重鎖由来の前記定常領域が、免疫グロブリンＦｃドメインである、項目７２に記
載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７４）
　前記異種部分が、配列番号２００から２１２のうちのいずれか一配列から選択される配
列に、少なくとも７０％、８０％、８５％、９０％、９５％、９７％、９８％または９９
％同一であるアミノ酸配列を含む、項目７２または７３に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７５）
　前記免疫グロブリンＦｃドメインが、配列番号２００から２１２のうちのいずれか一配
列から選択されるアミノ酸配列を含むか、これからなるか、またはこれから本質的になる
、項目７３に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７６）
　前記免疫グロブリンＦｃドメインが、ヘテロ二量体形成を促進する１つまたは複数のア
ミノ酸変異を含む、項目７３から７５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７７）
　前記免疫グロブリンＦｃドメインが、ホモ二量体形成を阻害する１つまたは複数のアミ
ノ酸変異を含む、項目７３から７６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７８）
　ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドの前記細胞外ドメインが、グリコ
シル化アミノ酸、ペグ化アミノ酸、ファルネシル化アミノ酸、アセチル化アミノ酸、ビオ
チン化アミノ酸、脂質部分にコンジュゲートされたアミノ酸、および有機誘導体化剤にコ
ンジュゲートされたアミノ酸から選択される１つまたは複数の修飾されたアミノ酸残基を
含む、項目１から７７のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目７９）
　ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドの前記細胞外ドメインが、グリ
コシル化アミノ酸、ペグ化アミノ酸、ファルネシル化アミノ酸、アセチル化アミノ酸、ビ
オチン化アミノ酸、脂質部分にコンジュゲートされたアミノ酸、および有機誘導体化剤に
コンジュゲートされたアミノ酸から選択される１つまたは複数の修飾されたアミノ酸残基
を含む、項目１から７８のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目８０）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩ型受容体ポリペプチドが、グリコシル化されており
、ＣＨＯ細胞における前記Ｉ型受容体ポリペプチドの発現から得ることができるグリコシ
ル化パターンを有する、項目７８に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目８１）
　前記ＴＧＦβスーパーファミリーＩＩ型受容体ポリペプチドが、グリコシル化されてお
り、ＣＨＯ細胞における前記Ｉ型受容体ポリペプチドの発現から得ることができるグリコ
シル化パターンを有する、項目７９に記載のヘテロ多量体の複合体。
（項目８２）
　次の特徴：
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ｉ）少なくとも１０－７ＭのＫＤでＴＧＦ－ベータスーパーファミリーリガンドに結合す
ること；ならびに
ｉｉ）細胞におけるＴＧＦβスーパーファミリーＩ型および／またはＩＩ型受容体媒介性
シグナル伝達を阻害すること
のうち１つまたは複数を有している、項目１から８１のいずれか一項に記載のヘテロ多量
体の複合体。
（項目８３）
　ＢＭＰ２、ＢＭＰ２／７、ＢＭＰ３、ＢＭＰ４、ＢＭＰ４／７、ＢＭＰ５、ＢＭＰ６、
ＢＭＰ７、ＢＭＰ８ａ、ＢＭＰ８ｂ、ＢＭＰ９、ＢＭＰ１０、ＧＤＦ３、ＧＤＦ５、ＧＤ
Ｆ６／ＢＭＰ１３、ＧＤＦ７、ＧＤＦ８、ＧＤＦ９ｂ／ＢＭＰ１５、ＧＤＦ１１／ＢＭＰ
１１、ＧＤＦ１５／ＭＩＣ１、ＴＧＦ－β１、ＴＧＦ－β２、ＴＧＦ－β３、アクチビン
Ａ、アクチビンＢ、アクチビンＣ、アクチビンＥ、アクチビンＡＢ、アクチビンＡＣ、ア
クチビンＡＥ、アクチビンＢＣ、アクチビンＢＥ、ｎｏｄａｌ、グリア細胞由来神経栄養
因子（ＧＤＮＦ）、ニュールツリン、アルテミン、パーセフィン、ＭＩＳおよびレフティ
ーのうち１つまたは複数に結合する、項目１から８２のいずれか一項に記載のヘテロ多量
体の複合体。
（項目８４）
　細胞ベースのアッセイにおいて１つまたは複数のＴＧＦ－ベータスーパーファミリーリ
ガンドの活性を阻害する、項目１から８３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体
。
（項目８５）
　前記ＴＧＦ－ベータスーパーファミリーリガンドが、ＢＭＰ２、ＢＭＰ２／７、ＢＭＰ
３、ＢＭＰ４、ＢＭＰ４／７、ＢＭＰ５、ＢＭＰ６、ＢＭＰ７、ＢＭＰ８ａ、ＢＭＰ８ｂ
、ＢＭＰ９、ＢＭＰ１０、ＧＤＦ３、ＧＤＦ５、ＧＤＦ６／ＢＭＰ１３、ＧＤＦ７、ＧＤ
Ｆ８、ＧＤＦ９ｂ／ＢＭＰ１５、ＧＤＦ１１／ＢＭＰ１１、ＧＤＦ１５／ＭＩＣ１、ＴＧ
Ｆ－β１、ＴＧＦ－β２、ＴＧＦ－β３、アクチビンＡ、アクチビンＢ、アクチビンＣ、
アクチビンＥ、アクチビンＡＢ、アクチビンＡＣ、アクチビンＡＥ、アクチビンＢＣ、ア
クチビンＢＥ、ｎｏｄａｌ、グリア細胞由来神経栄養因子（ＧＤＮＦ）、ニュールツリン
、アルテミン、パーセフィン、ＭＩＳおよびレフティーから選択される、項目８４に記載
のヘテロ多量体の複合体。
（項目８６）
　項目１から８５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体、および薬学的に許容さ
れるキャリアを含む医薬調製物。
（項目８７）
　筋肉損失または不十分な筋肉成長に関連する障害を有する患者を処置するための方法で
あって、それを必要とする患者に、有効量の項目１から８５のいずれか一項に記載のヘテ
ロ多量体の複合体を投与する工程を含む、方法。
（項目８８）
　前記患者が、筋委縮を有する、項目８７に記載の方法。
（項目８９）
　前記患者が、筋ジストロフィーを有する、項目８７に記載の方法。
（項目９０）
　前記筋ジストロフィーが、デュシェンヌ型筋ジストロフィーである、項目８９に記載の
方法。
（項目９１）
　前記患者が、若年期であり、処置が、デュシェンヌ型筋ジストロフィーと診断された日
付の１～５年間以内に始まる、項目９０に記載の方法。
（項目９２）
　前記筋ジストロフィーが、顔面肩甲上腕型筋ジストロフィーである、項目８９に記載の
方法。
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（項目９３）
　前記患者が、筋委縮性側索硬化症を有する、項目８７に記載の方法。
（項目９４）
　前記患者が、筋委縮性側索硬化症と診断された後に処置を受ける、項目９３に記載の方
法。
（項目９５）
　前記障害が、がんまたはがん療法に関連する悪液質である、項目８７に記載の方法。
（項目９６）
　神経変性に関連する障害を有する患者を処置するための方法であって、それを必要とす
る前記患者に、有効量の項目１から８５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体を
投与する工程を含む、方法。
（項目９７）
　前記障害が、筋委縮性側索硬化症である、項目９６に記載の方法。
（項目９８）
　被験体における体脂肪含量を減少させるため、または体脂肪含量の増大速度を低減させ
るための方法であって、それを必要とする被験体に、有効量の項目１から８５のいずれか
一項に記載のヘテロ多量体の複合体を投与する工程を含む、方法。
（項目９９）
　被験体における望ましくない体重増加に関連する障害を処置するための方法であって、
それを必要とする被験体に、有効量の項目１から８５のいずれか一項に記載のヘテロ多量
体の複合体を投与する工程を含む、方法。
（項目１００）
　前記障害が、肥満、インスリン非依存性真性糖尿病（ＮＩＤＤＭ）、心血管疾患、高血
圧、変形性関節症、脳卒中、呼吸器問題および胆嚢疾患から選択される、項目９９に記載
の方法。
（項目１０１）
　患者におけるコレステロールおよび／またはトリグリセリドを低減させるための方法で
あって、それを必要とする対象患者に、有効量の項目１から８５のいずれか一項に記載の
ヘテロ多量体の複合体を投与する工程を含む、方法。
（項目１０２）
　筋肉減少症を処置するための方法であって、それを必要とする患者に、有効量の項目１
から８５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体の複合体を投与する工程を含む、方法。
（項目１０３）
　ＡＬＫ１ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１０４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１０３に記載のヘテロ多量体。
（項目１０５）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１０３に記載のヘテロ多量体。
（項目１０６）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
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１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１０３に記載のヘテロ多量
体。
（項目１０７）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１０３から１０６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１０８）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸３４～９５に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目１０３から１０６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１０９）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸２２～１１８に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１０３から１０６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１１０）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、
ａ）配列番号１４のアミノ酸２２～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４
）から始まり、
ｂ）配列番号１４のアミノ酸９５～１１８のうちのいずれか１つ（例えば、９５、９６、
９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７
、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７
、および１１８）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１０３から１０６のいずれ
か一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１１１）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４、１５、１２４、１２６、１７１、１７２
、４１３、４１４、４６３、および４６４のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目１０３から１０６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１１２）
　ＡＬＫ２ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１１３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１１２に記載のヘテロ多量体。
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（項目１１４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１１２に記載のヘテロ多量体。
（項目１１５）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１１２に記載のヘテロ多量
体。
（項目１１６）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１１２から１１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１１７）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸３５～９９に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目１１２から１１５に記載のヘテロ多量体。
（項目１１８）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸２１～１２３に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１１２から１１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１１９）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、
ａ）配列番号１８のアミノ酸２１～３５のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４
、および３５）から始まり、
ｂ）配列番号１８のアミノ酸９９～１２３のうちのいずれか１つ（例えば、９９、１００
、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０
、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０
、１２１、１２２、および１２３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１１２から１１５のいずれ
か一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１２０）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８、１９、１３６、１３８、１７３、１７４
、４２１、４２２、４６５、および４６６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
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、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目１１２から１１５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１２１）
　ＡＬＫ３ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１２２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１２１に記載のヘテロ多量体。
（項目１２３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１２１に記載のヘテロ多量体。
（項目１２４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１２１に記載のヘテロ多量
体。
（項目１２５）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１２１から１２４のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１２６）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸６１～１３０に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１２１から１２４に記載のヘテロ多量体。
（項目１２７）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸２４～１５２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１２１から１２４に記載のヘテロ多量体。
（項目１２８）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸２４～６１のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、
５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、および６１）から始ま
り、
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ｂ）配列番号２２のアミノ酸１３０～１５２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９
、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９
、１５０、１５１、および１５２）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１２１から１２４に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１２９）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２、２３、１１５、１１７、１７５、１７６
、４０７、４０８、４６７、および４６８のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目１２１から１２４に記載のヘテロ多量体。
（項目１３０）
　ＡＬＫ４ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１３１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０に記載のヘテロ多量体。
（項目１３２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０に記載のヘテロ多量体。
（項目１３３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０に記載のヘテロ多量
体。
（項目１３４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１３０から１３３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１３５）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸３４～１０１に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０から１３３に記載のヘテロ多量体。
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（項目１３６）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸２３～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０から１３３に記載のヘテロ多量体。
（項目１３７）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、
ａ）配列番号２６または８３のアミノ酸２３～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４）
から始まり、
ｂ）配列番号２６または８３のアミノ酸１０１～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０
９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１
９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０から１３３に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１３８）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６、２７、８３、８４、１０４、１０６、１
７７、１７８、４０３、４０４、４６９、および４７０のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１３０から１３３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。

（項目１３９）
　ＡＬＫ５ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１４０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１３９に記載のヘテロ多量体。
（項目１４１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１３９に記載のヘテロ多量体。
（項目１４２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３９に記載のヘテロ多量
体。
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（項目１４３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１３９から１４２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１４４）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸３６～１０６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３９から１４２に記載のヘテロ多量体。
（項目１４５）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸２５～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３９から１４２に記載のヘテロ多量体。
（項目１４６）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、
ａ）配列番号３０または８７のアミノ酸２５～３６のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、および
３６）から始まり、
ｂ）配列番号３０または８７のアミノ酸１０６～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、
および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３９から１４２に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１４７）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０、３１、８７、８８、１３９、１４１、１
７９、１８０、４２３、４２４、４７１、および４７２のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１３９から１４２に記載のヘテロ多量体。
（項目１４８）
　ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１４９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１４８に記載のヘテロ多量体。
（項目１５０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１４８に記載のヘテロ多量体。
（項目１５１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
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ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１４８に記載のヘテロ多量
体。
（項目１５２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１５３）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸３２～１０２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載のヘテロ多量体。
（項目１５４）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸１４～１２６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載のヘテロ多量体。
（項目１５５）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１５６）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４、３５、９１、９２、１４２、１４４、１
８１、１８２、４２５、４２６、４７３、および４７４のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載のヘテロ多量体。
（項目１５７）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸６２～１３２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載のヘテロ多量体。
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（項目１５８）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸２６～１５６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載のヘテロ多量体。
（項目１５９）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１４８から１５１に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１６０）
　ＡＬＫ７ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１６１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸３０～１１０に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０に記載のヘテロ多量体。
（項目１６２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９のアミノ酸２１～１３５に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０に記載のヘテロ多量体。
（項目１６３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、
ａ）配列番号９のアミノ酸２１～３０のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２１
、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９または３０）から始まり、
ｂ）配列番号９のアミノ酸１１０～１３５のうちのいずれか１つ（例えば、１１０、１１
１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２
１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３
１、１３２、１３３、１３４または１３５）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０に記載のヘテロ多量
体。
（項目１６４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、配列番号９、１０、１１、１１８、１２０、１５
１、１５２、４０９、４１０、４５１および４５２のいずれか１つに、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含む、項目１６０から１６３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１６５）



(21) JP 2018-513147 A5 2019.5.16

　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２８～９
２に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％ま
たは１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０から１６３に記載のヘテロ多量
体。
（項目１６６）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～１
３３に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０から１６３に記載のヘテロ多
量体。
（項目１６７）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、
ａ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～２８のうちのいずれか１つ（例
えば、アミノ酸残基２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、および２８）から始ま
り、
ｂ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸９２～１３３のうちのいずれか１つ（
例えば、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、
１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、
１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、
１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、
および１３３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０から１６３に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１６８）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３９、３０１、３０２、３０５、３０６
、３０９、３１０、３１３、１１２、１１４、１８３、１８４、４０５、４０６、４７５
、および４７６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％
、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％
、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６０か
ら１６３に記載のヘテロ多量体。
（項目１６９）
　ＡＬＫ１ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１７０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１６９に記載のヘテロ多量体。
（項目１７１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１６９に記載のヘテロ多量体。
（項目１７２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または２９）から始まり、
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ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６９に記載のヘテロ多量
体。
（項目１７３）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目１７２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１７４）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸３４～９５に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目１６９から１７２に記載のヘテロ多量体。
（項目１７５）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸２２～１１８に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１６９から１７２に記載のヘテロ多量体。
（項目１７６）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、
ａ）配列番号１４のアミノ酸２２～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４
）から始まり、
ｂ）配列番号１４のアミノ酸９５～１１８のうちのいずれか１つ（例えば、９５、９６、
９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７
、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７
、および１１８）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１６９から１７２に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１７７）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４、１５、１２４、１２６、１７１、１７２
、４１３、４１４、４６３、および４６４のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目１６９から１７２に記載のヘテロ多量体。
（項目１７８）
　ＡＬＫ２ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１７９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
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一であるアミノ酸配列を含む、項目１７８に記載のヘテロ多量体。
（項目１８０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１７８に記載のヘテロ多量体。
（項目１８１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１７８に記載のヘテロ多量
体。
（項目１８２）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目１７８のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１８３）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸３５～９９に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目１７８から１８２に記載のヘテロ多量体。
（項目１８４）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸２１～１２３に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１７８から１８２に記載のヘテロ多量体。
（項目１８５）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、
ａ）配列番号１８のアミノ酸２１～３５のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４
、および３５）から始まり、
ｂ）配列番号１８のアミノ酸９９～１２３のうちのいずれか１つ（例えば、９９、１００
、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０
、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０
、１２１、１２２、および１２３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１７８から１８２に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１８６）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８、１９、１３６、１３８、１７３、１７４
、４２１、４２２、４６５、および４６６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
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、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目１７８から１８２に記載のヘテロ多量体。
（項目１８７）
　ＡＬＫ３ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１８８）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１８７に記載のヘテロ多量体。
（項目１８９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１８７に記載のヘテロ多量体。
（項目１９０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または　２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１８７に記載のヘテロ多量
体。
（項目１９１）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目１８７のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目１９２）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸６１～１３０に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１８７から１９０に記載のヘテロ多量体。
（項目１９３）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸２４～１５２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１８７から１９０に記載のヘテロ多量体。
（項目１９４）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸２４～６１のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、
５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、および６１）から始ま
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り、
ｂ）配列番号２２のアミノ酸１３０～１５２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９
、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９
、１５０、１５１、および１５２）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１８７から１９０に記載の
ヘテロ多量体。
（項目１９５）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２、２３、１１５、１１７、１７５、１７６
、４０７、４０８、４６７、および４６８のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目１８７～１９０に記載のヘテロ多量体。
（項目１９６）
　ＡＬＫ４ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目１９７）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１９６に記載のヘテロ多量体。
（項目１９８）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目１９６に記載のヘテロ多量体。
（項目１９９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または　２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１９６に記載のヘテロ多量
体。
（項目２００）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目１９６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２０１）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸３４～１０１に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
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０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１９６から２００に記載のヘテロ多量体。
（項目２０２）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸２３～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１３０から１３３に記載のヘテロ多量体。
（項目２０３）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、
ａ）配列番号２６または８３のアミノ酸２３～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４）
から始まり、
ｂ）配列番号２６または８３のアミノ酸１０１～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０
９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１
９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目１９６から２００に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２０４）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６、２７、８３、８４、１０４、１０６、１
７７、１７８、４０３、４０４、４６９、および４７０のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目１９６から２００に記載のヘテロ多量体。

（項目２０５）
　ＡＬＫ５ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目２０６）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５に記載のヘテロ多量体。
（項目２０７）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５に記載のヘテロ多量体。
（項目２０８）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または　２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５に記載のヘテロ多量
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体。
（項目２０９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２１０）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸３６～１０６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５から２０９に記載のヘテロ多量体。
（項目２１１）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸２５～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５から２０９に記載のヘテロ多量体。
（項目２１２）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、
ａ）配列番号３０または８７のアミノ酸２５～３６のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、および
３６）から始まり、
ｂ）配列番号３０または８７のアミノ酸１０６～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、
および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２０５から２０９に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２１３）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０、３１、８７、８８、１３９、１４１、１
７９、１８０、４２３、４２４、４７１、および４７２のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２０５から２０９に記載のヘテロ多量体。
（項目２１４）
　ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目２１５）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２１４に記載のヘテロ多量体。
（項目２１６）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２１４に記載のヘテロ多量体。
（項目２１７）
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　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または　２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２１４に記載のヘテロ多量
体。
（項目２１８）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目２１４のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２１９）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸３２～１０２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載のヘテロ多量体。
（項目２２０）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸１４～１２６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載のヘテロ多量体。
（項目２２１）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２２２）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４、３５、９１、９２、１４２、１４４、１
８１、１８２、４２５、４２６、４７３、および４７４のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載のヘテロ多量体。
（項目２２３）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸６２～１３２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
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あるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載のヘテロ多量体。
（項目２２４）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸２６～１５６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載のヘテロ多量体。
（項目２２５）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２１４から２１８に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２２６）
　ＡＬＫ７ポリペプチドおよびＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目２２７）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２９～１０９に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６に記載のヘテロ多量体。
（項目２２８）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１のアミノ酸２５～１３１に、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６に記載のヘテロ多量体。
（項目２２９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、
ａ）配列番号１のアミノ酸２０～２９のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２０
、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、または　２９）から始まり、
ｂ）配列番号１のアミノ酸１０９～１３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基
１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、
１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、
１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、または　１３４）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６に記載のヘテロ多量
体。
（項目２３０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、配列番号１、２、３、４、５、６、１００、１０
２、１５３、１５４、４０１、４０２、４５３、および４５４のいずれか１つに、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
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（項目２３１）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２８～９
２に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％ま
たは１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６から２３０に記載のヘテロ多量
体。
（項目２３２）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～１
３３に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６から２３０に記載のヘテロ多
量体。
（項目２３３）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、
ａ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～２８のうちのいずれか１つ（例
えば、アミノ酸残基２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、および２８）から始ま
り、
ｂ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸９２～１３３のうちのいずれか１つ（
例えば、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、
１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、
１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、
１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、
および１３３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６から２３０に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２３４）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３９、３０１、３０２、３０５、３０６
、３０９、３１０、３１３、１１２、１１４、１８３、１８４、４０５、４０６、４７５
、および４７６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％
、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％
、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２２６か
ら２３０に記載のヘテロ多量体。
（項目２３５）
　ＡＬＫ１ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２３６）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２３５に記載のヘテロ多量体。
（項目２３７）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２３５に記載のヘテロ多量体。
（項目２３８）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
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ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２３５に記載のヘテロ多量
体。
（項目２３９）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２３５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２４０）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸３４～９５に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目２３５から２３９に記載のヘテロ多量体。
（項目２４１）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸２２～１１８に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２３５から２３９に記載のヘテロ多量体。
（項目２４２）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、
ａ）配列番号１４のアミノ酸２２～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４
）から始まり、
ｂ）配列番号１４のアミノ酸９５～１１８のうちのいずれか１つ（例えば、９５、９６、
９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７
、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７
、および１１８）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２３５から２３９に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２４３）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４、１５、１２４、１２６、１７１、１７２
、４１３、４１４、４６３、および４６４のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目２３５から２３９に記載のヘテロ多量体。
（項目２４４）
　ＡＬＫ２ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２４５）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
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１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２４４に記載のヘテロ多量体。
（項目２４６）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２４４に記載のヘテロ多量体。
（項目２４７）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２４４に記載のヘテロ多量
体。
（項目２４８）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２４４のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２４９）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸３５～９９に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目２４４から２４８に記載のヘテロ多量体。
（項目２５０）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸２１～１２３に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２４４から２４８に記載のヘテロ多量体。
（項目２５１）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、
ａ）配列番号１８のアミノ酸２１～３５のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４
、および３５）から始まり、
ｂ）配列番号１８のアミノ酸９９～１２３のうちのいずれか１つ（例えば、９９、１００
、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０
、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０
、１２１、１２２、および１２３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２４４から２４８に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２５２）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８、１９、１３６、１３８、１７３、１７４
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、４２１、４２２、４６５、および４６６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目２４４から２４８に記載のヘテロ多量体。
（項目２５３）
　ＡＬＫ３ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２５４）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２５３に記載のヘテロ多量体。
（項目２５５）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２５３に記載のヘテロ多量体。
（項目２５６）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２５３に記載のヘテロ多量
体。
（項目２５７）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２５３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２５８）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸６１～１３０に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２５３から２５７に記載のヘテロ多量体。
（項目２５９）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸２４～１５２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２５３から２５７に記載のヘテロ多量体。
（項目２６０）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸２４～６１のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、
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５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、および６１）から始ま
り、
ｂ）配列番号２２のアミノ酸１３０～１５２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９
、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９
、１５０、１５１、および１５２）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２５３から２５７に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２６１）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２、２３、１１５、１１７、１７５、１７６
、４０７、４０８、４６７、および４６８のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目２５３から２５７に記載のヘテロ多量体。
（項目２６２）
　ＡＬＫ４ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２６３）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２に記載のヘテロ多量体。
（項目２６４）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２に記載のヘテロ多量体。
（項目２６５）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２に記載のヘテロ多量
体。
（項目２６６）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２６７）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸３４～１０１に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
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９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２から２６６に記載のヘテロ多量体。
（項目２６８）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸２３～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２から２６６に記載のヘテロ多量体。
（項目２６９）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、
ａ）配列番号２６または８３のアミノ酸２３～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４）
から始まり、
ｂ）配列番号２６または８３のアミノ酸１０１～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０
９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１
９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２６２から２６６に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２７０）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６、２７、８３、８４、１０４、１０６、１
７７、１７８、４０３、４０４、４６９、および４７０のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２６２から２６６に記載のヘテロ多量体。
（項目２７１）
　ＡＬＫ５ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２７２）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１に記載のヘテロ多量体。
（項目２７３）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１に記載のヘテロ多量体。
（項目２７４）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１に記載のヘテロ多量
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体。
（項目２７５）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２７６）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸３６～１０６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１から２７５に記載のヘテロ多量体。
（項目２７７）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸２５～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１から２７５に記載のヘテロ多量体。
（項目２７８）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、
ａ）配列番号３０または８７のアミノ酸２５～３６のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、および
３６）から始まり、
ｂ）配列番号３０または８７のアミノ酸１０６～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、
および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２７１から２７５に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２７９）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０、３１、８７、８８、１３９、１４１、１
７９、１８０、４２３、４２４、４７１、および４７２のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２７１から２７５に記載のヘテロ多量体。
（項目２８０）
　ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２８１）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０に記載のヘテロ多量体。
（項目２８２）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０に記載のヘテロ多量体。
（項目２８３）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
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ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０に記載のヘテロ多量
体。
（項目２８４）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目２８５）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸３２～１０２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載のヘテロ多量体。
（項目２８６）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸１４～１２６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載のヘテロ多量体。
（項目２８７）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２８８）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４、３５、９１、９２、１４２、１４４、１
８１、１８２、４２５、４２６、４７３、および４７４のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載のヘテロ多量体。
（項目２８９）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸６２～１３２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
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あるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載のヘテロ多量体。
（項目２９０）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸２６～１５６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載のヘテロ多量体。
（項目２９１）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載の
ヘテロ多量体。
（項目２９２）
　ＡＬＫ７ポリペプチドおよびＢＭＰＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目２９３）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸３４～１２３に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２８０に記載のヘテロ多量体。
（項目２９４）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６または７１のアミノ酸２７～１５０に
、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０
％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または
１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２に記載のヘテロ多量体。
（項目２９５）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号４６または７１のアミノ酸２７～３４のいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４）から始まり、
ｂ）配列番号４６または７１のアミノ酸１２３～１５０のいずれか１つ（例えば、アミノ
酸残基１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１
３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１
４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９、および１５０）で終
わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２に記載のヘテロ多量
体。
（項目２９６）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、配列番号４６、４７、７１、７２、１２１、１２３
、１５５、１５６、４１１、４１２、４５５、および４５６のいずれか１つに、少なくと
も７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％
、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同
一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
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（項目２９７）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２８～９
２に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％ま
たは１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２から２９６に記載のヘテロ多量
体。
（項目２９８）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～１
３３に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２から２９６に記載のヘテロ多
量体。
（項目２９９）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、
ａ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～２８のうちのいずれか１つ（例
えば、アミノ酸残基２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、および２８）から始ま
り、
ｂ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸９２～１３３のうちのいずれか１つ（
例えば、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、
１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、
１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、
１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、
および１３３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２から２９６に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３００）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３９、３０１、３０２、３０５、３０６
、３０９、３１０、３１３、１１２、１１４、１８３、１８４、４０５、４０６、４７５
、および４７６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％
、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％
、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目２９２か
ら２９６に記載のヘテロ多量体。
（項目３０１）
　ＡＬＫ１ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３０２）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１に記載のヘテロ多量体。
（項目３０３）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１に記載のヘテロ多量体。
（項目３０４）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
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６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１に記載のヘテロ多量
体。
（項目３０５）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１に記載のヘテロ多量体。
（項目３０６）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１に記載のヘテロ多量体。
（項目３０７）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１に記載のヘテロ多量
体。
（項目３０８）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３０１のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３０９）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸３４～９５に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目３０１から３０８に記載のヘテロ多量体。
（項目３１０）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸２２～１１８に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３０１から３０８に記載のヘテロ多量体。
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（項目３１１）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、
ａ）配列番号１４のアミノ酸２２～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４
）から始まり、
ｂ）配列番号１４のアミノ酸９５～１１８のうちのいずれか１つ（例えば、９５、９６、
９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７
、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７
、および１１８）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３０１から３０８に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３１２）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４、１５、１２４、１２６、１７１、１７２
、４１３、４１４、４６３、および４６４のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目３０１から３０８に記載のヘテロ多量体。
（項目３１３）
　ＡＬＫ２ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３１４）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３に記載のヘテロ多量体。
（項目３１５）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３に記載のヘテロ多量体。
（項目３１６）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３に記載のヘテロ多量
体。
（項目３１７）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３に記載のヘテロ多量体。
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（項目３１８）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３に記載のヘテロ多量体。
（項目３１９）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３に記載のヘテロ多量
体。
（項目３２０）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３１３のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３２１）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸３５～９９に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目３１３から３２０に記載のヘテロ多量体。
（項目３２２）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸２１～１２３に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３１３から３２０に記載のヘテロ多量体。
（項目３２３）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、
ａ）配列番号１８のアミノ酸２１～３５のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４
、および３５）から始まり、
ｂ）配列番号１８のアミノ酸３１３～３２０のうちのいずれか１つ（例えば、９９、１０
０、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１
０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２
０、１２１、１２２、および１２３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３１３から３２０に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３２４）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８、１９、１３６、１３８、１７３、１７４
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、４２１、４２２、４６５、および４６６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目２４４から２４８に記載のヘテロ多量体。
（項目３２５）
　ＡＬＫ３ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３２６）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５に記載のヘテロ多量体。
（項目３２７）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５に記載のヘテロ多量体。
（項目３２８）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５に記載のヘテロ多量
体。
（項目３２９）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５に記載のヘテロ多量体。
（項目３３０）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５に記載のヘテロ多量体。
（項目３３１）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
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、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５に記載のヘテロ多量
体。
（項目３３２）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３２５のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３３３）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸６１～１３０に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３２５から３３２に記載のヘテロ多量体。
（項目３３４）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸２４～１５２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３２５から３３２に記載のヘテロ多量体。
（項目３３５）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸２４～６１のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、
５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、および６１）から始ま
り、
ｂ）配列番号２２のアミノ酸１３０～１５２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９
、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９
、１５０、１５１、および１５２）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３２５から３３２に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３３６）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２、２３、１１５、１１７、１７５、１７６
、４０７、４０８、４６７、および４６８のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目３２５から３３２に記載のヘテロ多量体。
（項目３３７）
　ＡＬＫ４ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３３８）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７に記載のヘテロ多量体。
（項目３３９）
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　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７に記載のヘテロ多量体。
（項目３４０）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７に記載のヘテロ多量
体。
（項目３４１）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７に記載のヘテロ多量体。
（項目３４２）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７に記載のヘテロ多量体。
（項目３４３）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７に記載のヘテロ多量
体。
（項目３４５）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３３７のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３４６）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸３４～１０１に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
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９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７から３４５に記載のヘテロ多量体。
（項目３４７）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸２３～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７から３４５に記載のヘテロ多量体。
（項目３４８）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、
ａ）配列番号２６または８３のアミノ酸２３～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４）
から始まり、
ｂ）配列番号２６または８３のアミノ酸１０１～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０
９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１
９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３３７から３４５に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３４９）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６、２７、８３、８４、１０４、１０６、１
７７、１７８、４０３、４０４、４６９、および４７０のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３３７から３４５に記載のヘテロ多量体。
（項目３５０）
　ＡＬＫ５ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３５１）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０に記載のヘテロ多量体。
（項目３５２）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０に記載のヘテロ多量体。
（項目３５３）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
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、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０に記載のヘテロ多量
体。
（項目３５４）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０に記載のヘテロ多量体。
（項目３５５）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０に記載のヘテロ多量体。
（項目３５６）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０に記載のヘテロ多量
体。
（項目３５７）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３５０のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３５８）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸３６～１０６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０から３５７に記載のヘテロ多量体。
（項目３５９）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸２５～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０から３５７に記載のヘテロ多量体。
（項目３６０）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、
ａ）配列番号３０または８７のアミノ酸２５～３６のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、および
３６）から始まり、
ｂ）配列番号３０または８７のアミノ酸１０６～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、
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および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３５０から３５７に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３６１）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０、３１、８７、８８、１３９、１４１、１
７９、１８０、４２３、４２４、４７１、および４７２のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３５０から３５７に記載のヘテロ多量体。
（項目３６２）
　ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３６３）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２に記載のヘテロ多量体。
（項目３６４）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２に記載のヘテロ多量体。
（項目３６５）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２に記載のヘテロ多量
体。
（項目３６６）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２に記載のヘテロ多量体。
（項目３６７）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２に記載のヘテロ多量体。
（項目３６８）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
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６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２に記載のヘテロ多量
体。
（項目３６９）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３６２のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３７０）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸３２～１０２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載のヘテロ多量体。
（項目３７１）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸１４～１２６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載のヘテロ多量体。
（項目３７２）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３７３）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４、３５、９１、９２、１４２、１４４、１
８１、１８２、４２５、４２６、４７３、および４７４のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載のヘテロ多量体。
（項目３７４）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸６２～１３２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
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あるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載のヘテロ多量体。
（項目３７５）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸２６～１５６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載のヘテロ多量体。
（項目３７６）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３６２から３６９に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３７７）
　ＡＬＫ７ポリペプチドおよびＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体
。
（項目３７８）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸４４～１６３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７に記載のヘテロ多量体。
（項目３７９）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号６７のアミノ酸２３～１９１に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７に記載のヘテロ多量体。
（項目３８０）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７に記載のヘテロ多量
体。
（項目３８１）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸５１～１４３に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７に記載のヘテロ多量体。
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（項目３８２）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２のアミノ酸２３～１６６に、少なく
とも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１
％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％
同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７に記載のヘテロ多量体。
（項目３８３）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号６７のアミノ酸２３～４４のいずれか１つ（例えば、２３、２４、２５、２
６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９
、４０、４１、４２、４３　または　４４）から始まり、
ｂ）配列番号６７のアミノ酸１６３～１９１のいずれか１つ（例えば、１６３、１６４、
１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、
１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、１８３、１８４、
１８５、１８６、１８７、１８８、１８９、１９０　または　１９１）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７に記載のヘテロ多量
体。
（項目３８４）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、配列番号４２、４３、６７、６８、１２７、１２
９、１３０、１３２、１５７、１５８、１５９、１６０、４１５、４１６、４１７、４１
８、４５９、４６０、４６１、および４６２のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５
％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３
％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ
酸配列を含む、項目３７７のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３８５）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２８～９
２に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％ま
たは１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７から３８４に記載のヘテロ多量
体。
（項目３８６）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～１
３３に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７から３８４に記載のヘテロ多
量体。
（項目３８７）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、
ａ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～２８のうちのいずれか１つ（例
えば、アミノ酸残基２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、および２８）から始ま
り、
ｂ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸９２～１３３のうちのいずれか１つ（
例えば、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、
１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、
１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、
１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、
および１３３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
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、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７から３８４に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３８８）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３９、３０１、３０２、３０５、３０６
、３０９、３１０、３１３、１１２、１１４、１８３、１８４、４０５、４０６、４７５
、および４７６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％
、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％
、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３７７か
ら３８４に記載のヘテロ多量体。
（項目３８９）
　ＡＬＫ１ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目３９０）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３８９に記載のヘテロ多量体。
（項目３９１）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３８９に記載のヘテロ多量体。
（項目３９２）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３８９に記載のヘテロ多量
体。
（項目３９３）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３８９のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目３９４）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸３４～９５に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目３８９から３９４のいずれか一項に記載のヘテロ多量体。
（項目３９５）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４のアミノ酸２２～１１８に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
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あるアミノ酸配列を含む、項目３８９から３９４に記載のヘテロ多量体。
（項目３９６）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、
ａ）配列番号１４のアミノ酸２２～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、および３４
）から始まり、
ｂ）配列番号１４のアミノ酸９５～１１８のうちのいずれか１つ（例えば、９５、９６、
９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７
、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７
、および１１８）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３８９から３９４に記載の
ヘテロ多量体。
（項目３９７）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、配列番号１４、１５、１２４、１２６、１７１、１７２
、４１３、４１４、４６３、および４６４のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目３８９から３９４に記載のヘテロ多量体。
（項目３９８）
　ＡＬＫ２ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目３９９）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３９８に記載のヘテロ多量体。
（項目４００）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３９８に記載のヘテロ多量体。
（項目４０１）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３９８に記載のヘテロ多量
体。
（項目４０２）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
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は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３９８のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目４０３）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸３５～９９に、少なくとも７０
％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２
％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であ
るアミノ酸配列を含む、項目３９８から４０２に記載のヘテロ多量体。
（項目４０４）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８のアミノ酸２１～１２３に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目３９８から４０２に記載のヘテロ多量体。
（項目４０５）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、
ａ）配列番号１８のアミノ酸２１～３５のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４
、および３５）から始まり、
ｂ）配列番号１８のアミノ酸９９～１２３のうちのいずれか１つ（例えば、９９、１００
、１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０
、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０
、１２１、１２２、および１２３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目３９８から４０２に記載の
ヘテロ多量体。
（項目４０６）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、配列番号１８、１９、１３６、１３８、１７３、１７４
、４２１、４２２、４６５、および４６６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目３９８から４０２に記載のヘテロ多量体。
（項目４０７）
　ＡＬＫ３ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目４０８）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４０７に記載のヘテロ多量体。
（項目４０９）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４０７に記載のヘテロ多量体。
（項目４１０）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
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４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４０７に記載のヘテロ多量
体。
（項目４１１）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４０７のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目４１２）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸６１～１３０に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４０７から４１１に記載のヘテロ多量体。
（項目４１３）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２のアミノ酸２４～１５２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４０７から４１１に記載のヘテロ多量体。
（項目４１４）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、
ａ）配列番号２２のアミノ酸２４～６１のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基２
４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７
、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４８、４９、５０、
５１、５２、５３、５４、５５、５６、５７、５８、５９、６０、および６１）から始ま
り、
ｂ）配列番号２２のアミノ酸１３０～１５２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残
基１３０、１３１、１３２、１３３、１３４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９
、１４０、１４１、１４２、１４３、１４４、１４５、１４６、１４７、１４８、１４９
、１５０、１５１、および１５２）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４０７から４１１に記載の
ヘテロ多量体。
（項目４１５）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、配列番号２２、２３、１１５、１１７、１７５、１７６
、４０７、４０８、４６７、および４６８のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％
、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％
、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸
配列を含む、項目４０７から４１１に記載のヘテロ多量体。
（項目４１６）
　ＡＬＫ４ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目４１７）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
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または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６に記載のヘテロ多量体。
（項目４１８）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６に記載のヘテロ多量体。
（項目４１９）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６に記載のヘテロ多量
体。
（項目４２０）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目４２１）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸３４～１０１に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６から４２０に記載のヘテロ多量体。
（項目４２２）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６または８３のアミノ酸２３～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６から４２０に記載のヘテロ多量体。
（項目４２３）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、
ａ）配列番号２６または８３のアミノ酸２３～３４のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４）
から始まり、
ｂ）配列番号２６または８３のアミノ酸１０１～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１０１、１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０
９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１
９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、および１２６）で終わるポリペ
プチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４１６から４２０に記載のヘテロ
多量体。
（項目４２４）
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　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、配列番号２６、２７、８３、８４、１０４、１０６、１
７７、１７８、４０３、４０４、４６９、および４７０のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４１６から４２０に記載のヘテロ多量体。
（項目４２５）
　ＡＬＫ５ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目４２６）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５に記載のヘテロ多量体。
（項目４２７）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５に記載のヘテロ多量体。
（項目４２８）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５に記載のヘテロ多量
体。
（項目４２９）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目４３０）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸３６～１０６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５から４２９に記載のヘテロ多量体。
（項目４３１）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０または８７のアミノ酸２５～１２６に、少
なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、
９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１０
０％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５から４２９に記載のヘテロ多量体。
（項目４３２）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、
ａ）配列番号３０または８７のアミノ酸２５～３６のうちのいずれか１つ（例えば、アミ
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ノ酸残基２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、および
３６）から始まり、
ｂ）配列番号３０または８７のアミノ酸１０６～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、
１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１４、１１５、
１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１２３、１２４、１２５、
および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４２５から４２９に記載の
ヘテロ多量体。
（項目４３３）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、配列番号３０、３１、８７、８８、１３９、１４１、１
７９、１８０、４２３、４２４、４７１、および４７２のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４２５から４２９に記載のヘテロ多量体。
（項目４３４）
　ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目４３５）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４３４に記載のヘテロ多量体。
（項目４３６）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４３４に記載のヘテロ多量体。
（項目４３７）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４３４に記載のヘテロ多量
体。
（項目４３８）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４３４のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目４３９）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸３２～１０２に、少なくとも７
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０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目２８０から２８４に記載のヘテロ多量体。
（項目４４０）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４のアミノ酸１４～１２６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４３４から４３９に記載のヘテロ多量体。
（項目４４１）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４３４から４３９に記載の
ヘテロ多量体。
（項目４４２）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号３４、３５、９１、９２、１４２、１４４、１
８１、１８２、４２５、４２６、４７３、および４７４のいずれか１つに、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４３４から４３９に記載のヘテロ多量体。
（項目４４３）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸６２～１３２に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４３４から４３９に記載のヘテロ多量体。
（項目４４４）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、配列番号９１のアミノ酸２６～１５６に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含む、項目４３４から４３９に記載のヘテロ多量体。
（項目４４５）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、
ａ）配列番号３４のアミノ酸１４～３２のうちのいずれか１つ（例えば、アミノ酸残基１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、および３２）から始まり、
ｂ）配列番号３４のアミノ酸１０２～１２６のうちのいずれか１つ（例えば、１０２、１
０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、１
２３、１２４、１２５、および１２６）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４３４から４３９に記載の
ヘテロ多量体。
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（項目４４６）
　ＡＬＫ７ポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドを含む、組換えヘテロ多量体。
（項目４４７）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸２４～１
１６に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６に記載のヘテロ多量体。
（項目４４８）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～１
４９に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６に記載のヘテロ多量体。
（項目４４９）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、
ａ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１７～２４のいずれか１つ（例えば、アミ
ノ酸残基１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、および２４）から始まり、
ｂ）配列番号５０、７５または７９のアミノ酸１１６～１４９のいずれか１つ（例えば、
アミノ酸残基１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２　１２３、１２
４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、１３３、１３
４、１３５、１３６、１３７、１３８、１３９、１４０、１４１、１４２、１４３、１４
４、１４５、１４６、１４７、１４８、および１４９）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６に記載のヘテロ多量
体。
（項目４５０）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、配列番号５０、５１、７５、７６、７９、８０、１
３３、１３５、１６１、１６２、４１９、４２０、４５７、および４５８のいずれか１つ
に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％また
は１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６のいずれか一項に記載のヘテロ多
量体。
（項目４５１）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２８～９
２に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％ま
たは１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６から４５０に記載のヘテロ多量
体。
（項目４５２）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～１
３３に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％
、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％
または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６から４５０に記載のヘテロ多
量体。
（項目４５３）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、
ａ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸２１～２８のうちのいずれか１つ（例
えば、アミノ酸残基２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、および２８）から始ま
り、
ｂ）配列番号３８、３０５または３０９のアミノ酸９２～１３３のうちのいずれか１つ（
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例えば、９２、９３、９４、９５、９６、９７、９８、９９、１００、１０１、１０２、
１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、
１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２１、１２２、
１２３、１２４、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３０、１３１、１３２、
および１３３）で終わる
ポリペプチドに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％
、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％
、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６から４５０に記載の
ヘテロ多量体。
（項目４５４）
　前記ＡＬＫ７ポリペプチドが、配列番号３８、３９、３０１、３０２、３０５、３０６
、３０９、３１０、３１３、１１２、１１４、１８３、１８４、４０５、４０６、４７５
、および４７６のいずれか１つに、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％
、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％
、９７％、９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４４６か
ら４５０に記載のヘテロ多量体。
（項目４５５）
　ＡＬＫ１ポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容体ポリ
ペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベ
ータＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ１ポリペプチドではない、組換えヘテロ多量体。
（項目４５６）
　前記ＡＬＫ１ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ１配列（例えば、配列
番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４５５に記載のヘテロ多量体。
（項目４５７）
　ＡＬＫ１ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチド、ＡＬＫ３ポリペプチド、ＡＬＫ４ポリペプチ
ド、ＡＬＫ５ポリペプチド、ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＡＬＫ７ポリペプチドからなる
群より選択される、項目４５５または４５６に記載のヘテロ多量体。
（項目４５８）
　ＡＬＫ１ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＡＬＫ２配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ２ポリペプチド、
ｂ）本明細書に開示されているＡＬＫ３配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ３ポリペプチド、
ｃ）本明細書に開示されているＡＬＫ４配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ４ポリペプチド、
ｄ）本明細書に開示されているＡＬＫ５配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ５ポリペプチド、
ｅ）本明細書に開示されているＡＬＫ６配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
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、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ６ポリペプチド、
ｆ）本明細書に開示されているＡＬＫ７配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ７ポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４５７に記載のヘテロ多量体。
（項目４５９）
　ＡＬＫ２ポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容体ポリ
ペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベ
ータＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ２ポリペプチドではない、組換えヘテロ多量体。
（項目４６０）
　前記ＡＬＫ２ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ２配列（例えば、配列
番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４５９に記載のヘテロ多量体。
（項目４６１）
　ＡＬＫ２ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチド、ＡＬＫ４ポリペプチド、ＡＬＫ５ポリペプチ
ド、ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＡＬＫ７ポリペプチドからなる群より選択される、項目
４５９または４６０に記載のヘテロ多量体。
（項目４６２）
　ＡＬＫ２ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＡＬＫ３配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ３ポリペプチド、
ｂ）本明細書に開示されているＡＬＫ４配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ４ポリペプチド、
ｃ）本明細書に開示されているＡＬＫ５配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ５ポリペプチド、
ｄ）本明細書に開示されているＡＬＫ６配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ６ポリペプチド、
ｅ）本明細書に開示されているＡＬＫ７配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ７ポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４６１に記載のヘテロ多量体。
（項目４６３）
　ＡＬＫ３ポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容体ポリ
ペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベ
ータＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ３ポリペプチドではない、組換えヘテロ多量体。
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（項目４６４）
　前記ＡＬＫ３ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ３配列（例えば、配列
番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４６３に記載のヘテロ多量体。
（項目４６５）
　ＡＬＫ３ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチド、ＡＬＫ５ポリペプチド、ＡＬＫ６ポリペプチ
ドおよびＡＬＫ７ポリペプチドからなる群より選択される、項目４６３または４６４に記
載のヘテロ多量体。
（項目４６６）
　ＡＬＫ３ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＡＬＫ４配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ４ポリペプチド、
ｂ）本明細書に開示されているＡＬＫ５配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ５ポリペプチド、
ｃ）本明細書に開示されているＡＬＫ６配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ６ポリペプチド、
ｄ）本明細書に開示されているＡＬＫ７配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ７ポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４６５に記載のヘテロ多量体。
（項目４６７）
　ＡＬＫ４ポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容体ポリ
ペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベ
ータＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ４ポリペプチドではない、組換えヘテロ多量体。
（項目４６８）
　前記ＡＬＫ４ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ４配列（例えば、配列
番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４６７に記載のヘテロ多量体。
（項目４６９）
　ＡＬＫ４ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチド、ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＡＬＫ７ポリペ
プチドからなる群より選択される、項目４６７または４６８に記載のヘテロ多量体。
（項目４７０）
　ＡＬＫ４ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＡＬＫ５配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ５ポリペプチド、
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ｂ）本明細書に開示されているＡＬＫ６配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ６ポリペプチド、
ｃ）本明細書に開示されているＡＬＫ７配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ７ポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４６９に記載のヘテロ多量体。
（項目４７１）
　ＡＬＫ５ポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容体ポリ
ペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベ
ータＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ５ポリペプチドではない、組換えヘテロ多量体。
（項目４７２）
　前記ＡＬＫ５ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ５配列（例えば、配列
番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４７１に記載のヘテロ多量体。
（項目４７３）
　ＡＬＫ５ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドおよびＡＬＫ７ポリペプチドからなる群より選
択される、項目４７１または４７２に記載のヘテロ多量体。
（項目４７４）
　ＡＬＫ５ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＡＬＫ６配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ６ポリペプチド、
ｂ）本明細書に開示されているＡＬＫ７配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７０％
、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％
、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一である
アミノ酸配列を含むＡＬＫ７ポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４７３に記載のヘテロ多量体。
（項目４７５）
　ＡＬＫ６ポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容体ポリ
ペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベ
ータＩ型受容体ポリペプチドが、ＡＬＫ６ポリペプチドではない、組換えヘテロ多量体。
（項目４７６）
　前記ＡＬＫ６ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ６配列（例えば、配列
番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９
％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９
％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４７５に記載のヘテロ多量体。
（項目４７７）
　ＡＬＫ６ポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ型受容
体ポリペプチドが、ＡＬＫ７ポリペプチドである、項目４７５または４７６に記載のヘテ
ロ多量体。
（項目４７８）
　ＡＬＫ７ポリペプチドが、本明細書に開示されているＡＬＫ７配列（例えば、配列番号
）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、
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９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％ま
たは１００％同一であるアミノ酸配列である、項目４７７に記載のヘテロ多量体。
（項目４７９）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩＩ
型受容体ポリペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的
なＴＧＦ－ベータＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドではない、
組換えヘテロ多量体。
（項目４８０）
　前記ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドが、本明細書に開示されているＡｃｔＲＩＩＡ配列（
例えば、配列番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、
８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、
９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４７９に記載のヘテ
ロ多量体。
（項目４８１）
　ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ
Ｉ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチド、ＢＭＰＲＩＩポリペプチド、
ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチドからなる群から選択される
、項目４７９または４８０に記載のヘテロ多量体。
（項目４８２）
　ＡｃｔＲＩＩＡポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ
Ｉ型受容体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＡｃｔＲＩＩＢ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも
７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、
９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一
であるアミノ酸配列を含むＡｃｔＲＩＩＢポリペプチド、
ｂ）本明細書に開示されているＢＭＰＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含むＢＭＰＲＩＩポリペプチド、
ｃ）本明細書に開示されているＴＧＦＢＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも
７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、
９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一
であるアミノ酸配列を含むＴＧＦＢＲＩＩポリペプチド、
ｄ）本明細書に開示されているＭＩＳＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含むＭＩＳＲＩＩポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４８１に記載のヘテロ多量体。
（項目４８３）
　ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩＩ型受
容体ポリペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴ
ＧＦ－ベータＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドではない、組換
えヘテロ多量体。
（項目４８４）
　前記ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドが、本明細書に開示されているＡｃｔＲＩＩＢ配列（
例えば、配列番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、
８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、
９８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４８３に記載のヘテ
ロ多量体。
（項目４８５）
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　ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ
Ｉ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリペプチド、ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドお
よびＭＩＳＲＩＩポリペプチドからなる群から選択される、項目４８３または４８４に記
載のヘテロ多量体。
（項目４８６）
　ＡｃｔＲＩＩＢポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ
Ｉ型受容体ポリペプチドが、
ｂ）本明細書に開示されているＢＭＰＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含むＢＭＰＲＩＩポリペプチド、
ｃ）本明細書に開示されているＴＧＦＢＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも
７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、
９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一
であるアミノ酸配列を含むＴＧＦＢＲＩＩポリペプチド、
ｄ）本明細書に開示されているＭＩＳＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含むＭＩＳＲＩＩポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４８５に記載のヘテロ多量体。
（項目４８７）
　ＢＭＰＲＩＩポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩＩ型受容
体ポリペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴＧ
Ｆ－ベータＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＢＭＰＲＩＩポリペプチドではない、組換えヘ
テロ多量体。
（項目４８８）
　前記ＢＭＰＲＩＩポリペプチドが、本明細書に開示されているＢＭＰＲＩＩ配列（例え
ば、配列番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８
％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８
％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４８７に記載のヘテロ多
量体。
（項目４８９）
　ＢＭＰＲＩＩポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩＩ
型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドおよびＭＩＳＲＩＩポリペプチド
からなる群から選択される、項目４８７または４８８に記載のヘテロ多量体。
（項目４９０）
　ＢＭＰＲＩＩポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩＩ
型受容体ポリペプチドが、
ａ）本明細書に開示されているＴＧＦＢＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも
７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、
９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一
であるアミノ酸配列を含むＴＧＦＢＲＩＩポリペプチド、
ｂ）本明細書に開示されているＭＩＳＲＩＩ配列（例えば、配列番号）に、少なくとも７
０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９
２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％または１００％同一で
あるアミノ酸配列を含むＭＩＳＲＩＩポリペプチド、
からなる群より選択される、項目４８９に記載のヘテロ多量体。
（項目４９１）
　ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドおよび少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩＩ型受
容体ポリペプチドを含む組換えヘテロ多量体であって、前記少なくとも１個の追加的なＴ
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ＧＦ－ベータＩＩ型受容体ポリペプチドが、ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドではない、組換
えヘテロ多量体。
（項目４９２）
　前記ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドが、本明細書に開示されていＴＧＦＢＲＩＩ配列（例
えば、配列番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８
８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９
８％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列を含む、項目４９１に記載のヘテロ
多量体。
（項目４９３）
　ＴＧＦＢＲＩＩポリペプチドではない前記少なくとも１個の追加的なＴＧＦ－ベータＩ
Ｉ型受容体ポリペプチドが、ＭＩＳＲＩＩポリペプチドである、項目４９１または４９２
に記載のヘテロ多量体。
（項目４９４）
　前記ＭＩＳＲＩＩポリペプチドが、本明細書に開示されているＭＩＳＲＩＩ配列（例え
ば、配列番号）に、少なくとも７０％、７５％、８０％、８５％、８６％、８７％、８８
％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８
％、９９％または１００％同一であるアミノ酸配列である、項目４９３に記載のヘテロ多
量体。
（項目４９５）
　表：「ＩＩ型：ＩＩ型受容体ヘテロ二量体」に記載されている組換えヘテロ多量体。
（項目４６０）
　表：「Ｉ型：Ｉ型受容体ヘテロ二量体」に記載されている組換えヘテロ多量体。
（項目４６１）
　表：「Ｉ型：ＩＩ型受容体ヘテロ二量体」に記載されている組換えヘテロ多量体。


	header
	written-amendment

